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（重要事項説明書） 

社会福祉法人 つぼみ会 

つぼみ保育園 
〒891-0143 鹿児島市和田 1 丁目 41 番 3 号 

TEL（099）269-5177  FAX（099）801-5177 

  



2 

 

 

 

【経営主体】 社会福祉法人 つぼみ会 

【 代 表 者 】 理事長 堂前 耕子 

【施設種類】 認可保育所 

【 施 設 名 】 つぼみ保育園 

【 管 理 者 】 園長 堂前 耕子 

【 所 在 地 】 鹿児島市和田 1丁目 41番 3号 

【電話番号】 099-269-5177 

【 F A X 】 099-801-5177 

【ホームページ】 https://tsubomi0328.jp 

【 定 員 】 60名（２・３号） 

（こどもの区分ごとの利用定員） 

2号認定のこども 30名      3号認定のこども 30名 

【入所対象児】 産休明けから小学校入学前 

【保育時間】 保育標準時間 ７：00～１８：00（11時間） 

保育短時間   ８：30～１６：30（8時間） 

延長保育    １８：00～１９：00（1時間） 

【 休 園 日 】 日曜、祝日、１２/29～1/3（年末年始）、年度末の１日 

【施設状況】 敷地面積 407.57㎡   延床面積 339.85㎡  建物構造 鉄骨造 地上２階 

  

園の概要 

https://tsubomi0328.jp/
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【職員について】 

職種 員数 職務内容 

園長 1 
教育・保育の質の確保及び向上を図り、職員の資質向上に取り組み、 

一体的な管理運営を行う 

主任保育士 1 園長を補佐し、円滑な管理運営を行う 

保育士 14 教育課程及び保育過程に基づき、園児の教育・保育を行う 

栄養士 1 献立作成や給食全般の管理、調理業務及び食育に関する活動を行う 

調理員 1 献立に基づく調理業務及び食育に関する活動を行う 

事務・出納職員 1 園の運営管理に必要な事務処理、経理処理を行う 

嘱託医 2 

入所児の健康診断、入所児並びに職員の健康相談に関する 

助言指導を行う 

井上小児科医院（小児科）・・・井上博文医師 

永瀬歯科クリニック（歯科）・・・永瀬久美子医師 

※職員数は、園児の人数・年齢により変動します。 

※上記以外に、体育遊び（タートルスポーツ）・英語遊び・つみき教室等の講師数名を迎えて 

運営しています。 

 

子どもたちの心身の健やかな成長を支え、 

一人ひとりが主人公になれる保育園を目指します 

１．施設の目的及び運営の方針 

○本園は児童福祉法（昭和 22年法律第 164号）に基づいて心身ともに健やかに育成されるよう 

乳児及び幼児の保育事業を行うことを目的とします。 

○本園は、児童福祉法、子ども子育て支援法（平成 24年法律第 65号。以下「法」という。） 

その他の関係法令及び関係条例を遵守して運営します。 

２．提供する保育の内容 

本園は、保育所保育指針（平成２９年厚生労働省告示第１１７号）に基づき、保育内容及び 

給食並びに健康管理について、入所児の年齢、発達に応じてこれを分け、指導計画を立て、次に 

掲げる保育その他の便宜の提供を行います。   

園の理念 
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（1） 特定教育・保育（法第 27条第 1項に規定する特定教育・保育をいう。以下同じ。） 

      教育・保育給付認定を受けた保護者（以下「保護者」という。）に係る園児に対し、当該 

教育・保育給付認定における保育必要量（法第 20条第 3項に規定する保育必要量を 

いう。以下同じ。）の範囲内において保育を提供します。 

 （2） 一時預かり事業 

     保護者が、病気や出産、家族の看護等で、緊急に保育が必要とされる子どもに対して一時的

に保育を実施します。 

（保育方針）こんな保育の考えで 

・子どもたちが安心し安全に過ごせる保育 

・保護者とともに子どもの健やかな成長を見守る保育 

・地域の関わりを大切にして社会貢献に努める保育 

（保育目標）（こんな子どもになってほしくて） 

・いろいろな活動を通して、できた喜びを表現できる子ども 

・友だちと仲良く遊ぶ楽しさを味わえる子ども 

・自分の気持ちをはっきりと伝えられる子ども 

（保育方法）（こんな方法をとっています） 

・異年齢児保育 

・子ども主体の保育 

・かかわりを大切にした保育 

・チーム保育（職員団結） 

食事について 

・献立の内容については、毎月月末に翌月の献立表をアプリにて配信いたします。 

・アレルギー食物の除去・解除につきましては、医師の「生活管理指導表」の指示に基づいて 

実施します。 

・完全給食で、提供します。 

 

 

 

 

 

区分 ３号 ２号 

年齢 ０歳（もも） １歳（さくらんぼ） ２歳（みかん） ３歳（いちご） ４歳（うめ） ５歳（りんご） 

定員 １０名 １０名 １０名 １０名 １０名 １０名 

 

クラス名称 
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０、1、２歳児（もも・さくらんぼ・みかん） ３、４、５歳児（いちご・うめ・りんご） 

7：00 

 

 

 

９：30 

 

11：00 

15：00 

 

16：30 

 

 

18：00 

19：00 

開園・順次登園 

自由あそび 

 

 

おやつ・お集まり 

設定保育 

昼食・お昼寝 

おやつ・お集まり 

自由あそび 

短時間保育終了・随時降園 

 

 

延長保育 

閉園 

7：00 

 

 

 

10：00 

 

11：30 

15：00 

 

16：30 

 

 

18：00 

19：00 

開園・順次登園 

自由あそび 

 

 

お集まり 

設定保育 

昼食・お昼寝 

おやつ・お集まり 

自由あそび 

短時間保育終了・随時降園 

 

 

延長保育 

閉園 

 

一日の流れ 

９：20 までに登園してください（欠席・遅刻の連絡は、8：30 までにお願いします） 

延長保育を利用しない場合は、17：55 までに降園してください（延長保育準備の為） 

※延長保育利用の園児が降園次第閉園します 
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【保育時間について】 

★保育標準時間  ７：００～１８：００（１１時間） 

★保育短時間    ８：３０～１６：３０（ ８時間） 

★延長保育     １８：００～１９：００（ １時間） 

● 休園日は、日曜日、祝祭日、年末年始（１２月２９日から１月３日まで）、年度末の１日となりますが、 

災害や感染症等の状況により臨時休園する場合もありますのでご了承ください。 

● 発表会、運動会、卒園式の行事の日は、参加しないクラスのお預かりはありませんので、 

ご協力ください。 

● 行事前、職員の研修等で「ご協力保育の日（お仕事の方のみお預かり）」をお願いする日が 

ありますので、ご協力ください。 

● 育児休暇、求職中の方は、短時間保育認定となります。また、お仕事を辞められた時や妊娠・出産、  

育児休暇に入られる時は支給認定の変更届の提出が必要になりますので、事務室まで 

お知らせください。 

【延長保育について】 

● 延長保育は、お仕事の関係等で保育を必要とされる方のみが対象となります。お買い物や 

兄姉の習い事の送迎の為に利用しないでください。０歳児については、離乳食が始まってからと 

なりますので、別途ご相談ください。 

● 延長保育を希望される方は申込時・また年度始めに延長保育申込書の提出が必要です。 

事務室へお申し出ください。 

● 延長保育を利用する場合は、パピーナのお迎えの時間を１８時以降で登録してください。 

● 連絡がなくて１８：００までにお迎えがなかった場合も延長保育とみなします。また、パピーナの打刻

が１８：００を経過したら延長保育となります。 

● 延長保育の料金は次のとおりです。（標準保育時間認定の方） 

・（日額）１８：００～１８：５９（59 秒）～250円 

・（月極）１８：００～１８：5９（59 秒）～2,500円  

※閉園時間は１９：００なので、必ずその前にお迎えをお願いいたします。 万が一１９：００を 

過ぎましたら３０分毎に 250円追加となります。 

  

園のルール 



7 

 

 

【短時間保育認定の方の延長保育について】 

● 短時間保育認定（８：３０～１６：３０）の方は、前後の時間帯に保育を利用された場合、 

以下の延長料金になります。短時間保育の延長は、各クラスにて集計しておりますので、 

クラスでのアプリ打刻の時間で延長料金をいただくことになります。 

時間 日額 月額 

7：00 ～ 7：29 に登園した場合 300円 － 

7：30 ～ 8：29 に登園した場合 200円  

16：30 ～ 17：29 に降園した場合 200円  

17：30 ～ 17：59 に降園した場合 300円  

※１8：００を過ぎましたら３０分毎に 250円追加となります。 

【保護者の負担について】 

（１）保育に係る利用者負担（保育料） 

保育料（利用者負担額）は、鹿児島市が定める基本保育料をお支払いいただきます。保育料の 

金額については、鹿児島市にご確認ください。保育料は指定の金融機関から口座引き落としにて 

納入していただきます。    ※３歳以上児の保育料は無償になります。 

（２）保育の提供に要する実費に係る利用者負担金等 

〇体操服（みかん・いちご・うめ・りんご組） 上 1,430 円 下 1,210 円 

〇カラー帽子（全園児） 990（フリー）、1,188（LL） 円 

〇給食費 （いちご・うめ・りんご組） 4,500 円 ＋500円（白ご飯）＝5,000 円 

※国の基準において一部世帯は無償ですが、白ご飯代は負担していただきます 

〇絵本代（みかん・いちご・うめ・りんご組） ４１０～４４０円 

〇スイミング代（うめ・りんご組） 1,300～3,500円 ※回数によって変動します 

〇オムツ代 Mサイズ以下：30円  Lサイズ以上：40円 

〇パンツ代 380円 

〇行事費（うめ・りんご組）3,005～3,250円 

〇その他、必要に応じてその都度文書等でお知らせの上、口座引き落としとなります。 

※ 延長保育料や給食費、園児が個別に使用する物品および教材、当園が提供する 

教育・保育に必要な費用については、毎月とりまとめてお知らせし、１０日に口座振替にて 

納入していただきます。ただし、当日が銀行の休日にあたるときは、その翌営業日とします。 

振替手数料（55円）は保護者様負担となっておりますのでご了承ください。 

※ オムツ代とパンツ代は、園のものを使用した場合に徴収します。 
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【利用の開始及び終了について】 

● 本園は鹿児島市から保育の実施について委託を受けたときは、これに応じるものとします。 

● 鹿児島市域に居住する保育を必要とする子どもの保護者が本園の入園を希望する場合は、 

鹿児島市が指定する入所申込書に必要事項を記載し、鹿児島市に申し込むものとします。 

● 本園は、以下の場合には保育の提供を終了するものとします。 

（1） 園児が小学校に就学したとき。 

（2） 2号認定子どもの支給認定保護者が、法に定める支給要件に該当しなくなったとき。 

（3） 3号認定子どもの支給認定保護者が、法に定める支給要件に該当しなくなったとき。 

（4） その他、利用の継続について重大な支障または困難が生じたとき。 

【お休みについて（保育園の適正利用）】 

● 基本的に、保育園の利用時間は、保育が必要な範囲となります。お仕事がお休みの日は、 

原則として家庭保育となります。 

● 求職活動中や産休中・育休中の方などにつきましては、土曜日の家庭保育をお願いします。 

● 保護者の出退勤時間に差がある場合は、出勤が遅い方と退勤が早い方が送迎してください。 

● 感染症にかかったお子様の兄弟姉妹児の登園は、保護者様の無理のない範囲で家庭保育を 

お願いします。（感染症にかかったお子様を病児保育や祖父母様などにお預けする場合は、 

感染症にかかったお子様の兄弟姉妹児は、お仕事の時同様に、保育園をご利用ください） 

● ご用事等でお預けになる場合は、その旨をお伝えいただき、その日の緊急連絡先を必ず 

お伝えください。 

● お休みが多い土曜日の適正な職員配置と、メールが届いているかの確認を含めて、土曜日の出欠

をパピーナアプリにてお調べしています。必ずご回答ください。また、適正な職員配置のため、土曜日

の出欠が変更になり次第お知らせください。メールへの回答と併せて、パピーナへのお休み登録も 

必ずお願いします。 

● 乳幼児にとって子ども集団の中での遊びや生活は、健やかな発達を促す上で大切な経験となる 

ため、保育園での環境はとても大切です。しかし、親との愛着形成を基盤として子どもの情緒を安定

させることで、集団生活の場で友だちとの関わりも充実し、個性に応じた子どもらしい発達を遂げる

ことができます。 

子育ての主役は保護者の皆さんです。そして、乳幼児期は瞬く間に過ぎていきます。 

０歳から６歳までは特に、親と過ごす時間をたくさん用意してあげることが大切です。 

小学校は土曜日の休みがあり、週休二日制の職場も多くあります。同様に乳幼児期の子どもに 

とっても休日が必要です。保護者がお休みの日や時間は可能な限り子どもと一緒に過ごして 

いただきたいと考えます。親子で過ごす穏やかな時間と、友だちや保育者と過ごす楽しい時間が、 

子どもの発達によい環境として相互に高めていければと思っております。 
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【登園について】 

●登園は、７時から９時２０分までにお願いします。 

※7：00～8：00 は早朝保育のため、全園児とも１階保育室で受け入れています 

※２階のクラスは、９時半以降の遅刻の場合、お子様を玄関で引き取ります 

●登園時は事務室のタブレットやクラスにある QR コードをアプリで読み取って必ず打刻してください。 

アプリ登録がない場合は、事務室前のタブレットで打刻をお願いします。延長保育料の計算の 

読み取りや在園中の人数把握などに必要です。 

● 事故防止のため必ず保護者がお子さんを保育士に預けてください。その際、お子さんに何か 

変わったことや異常がある場合は必ずお知らせください。 

● 登園が遅れる場合や欠席の時は８時３０分までにパピーナにてお知らせください。 

８時３０分を過ぎましたら、必ずお電話にてご連絡ください。お休みの連絡がない場合は、 

緊急連絡網でつながる順番に、電話確認をさせていただきます。 

● お休みの連絡を口頭でお伝えいただいた場合でも、必ずパピーナへの登録をお願いいます。 

● 登園後、いちご・うめ・りんご組は、リュックをロッカーにかけてお子さんを預けてください。また、 

もも・さくらんぼ・みかん組（0・1・２歳児)は、保護者様がお支度を行いますので、余裕をもっての 

登園をお願いします。 

● 病院受診などで、１１時以降に遅刻して登園する場合は、園の生活リズムに合わせるため、 

昼食をとってから登園してください。１２時半以降の登園については、必ずご相談ください。 

● 保護者の方が仕事がお休みでも用事等があり登園される場合は、緊急連絡先を必ず 

パピーナにてお知らせください。 

【お迎えについて】 

● お迎えの時間とお迎えの方を９時２０分までにパピーナ連絡帳で必ずお知らせください。 

お知らせがない場合は、緊急連絡網でつながる順番に、電話確認をさせていただきます。 

● お迎えの時間（１０分～１５分程の変更）やお迎えの方が変更になる場合は、必ずご連絡ください。

お迎えの時間が連絡なく３０分以上経過した場合は、ご連絡させていただきます。 

● 児童票で把握できていない方が連絡なしで来られた際は、お子様をお渡しできませんので、 

必ずご連絡ください。 

● 送迎時に、園庭に出たり保育室を移動したりしている場合があります。その際は、玄関に 

掲示いたしますので、ご確認のうえ、各場所へ送迎をお願いします。 

● おやつを食べずに降園する際は、１４時４０分までのお迎えをお願いします。また、おやつを食べて 

降園する場合は、１５時２０分以降のお迎えをお願いします。 

● 子どもたちは、１７時５０分になりましたら延長保育の準備のために１階に集まります。 

 延長保育を利用しない場合は、１７時５５分までのお迎えと１８時までの降園をお願いします。 

園での生活について 
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【登園・降園時の門扉の開閉や駐車について】 

● 門を開けた後はきちんと閉めてください。外門の上部の施錠もしてください。 

事故防止の為、外門の上部の開閉はお子様にさせないでください。 

● 電気錠の門は、常時閉まっておりますので、インターフォンにてお知らせください。 

園から出る際には、電気錠の左斜め上の壁に設置しているボタンを押して開錠できます。 

ただし、事故や不審者防止の為、インターフォンや電子錠のボタンはお子様に触らせないでください。 

● 駐車場では、必ずエンジンを止めてください。また、車を離れるときは盗難防止のために 

必ず鍵をかけてください。 

● 駐車場における事故・盗難、その他の責任は、園では一切負いません。園から駐車場までは、 

子どもと手をつなぎ、速やかな出庫をお願いします。 

また、送迎時間が重なり、駐車場が混み合う場合もありますので、保護者同士での会話などでの 

長時間の駐車はご遠慮ください。（毎年苦情が寄せられます） 

● 駐車場の備品・設備等への物損が生じた場合は、当事者の負担とします。 

【変更届について】 

● 病気、ケガ、火事、台風など緊急時に必ず連絡ができるように、保護者の連絡先（電話番号）を 

変更された場合はその都度お知らせください。また、勤務先や住所の変更も必ずお知らせください。

（変更届の提出書類があります） 

● お仕事をやめられた場合は就労→求職の変更届が必要ですので、必ずお知らせください。 

また、仕事がお決まりになりましたら、求職→就労の変更届の提出が必要です。 

● 就労から妊娠・出産⇒育児休暇⇒就労と、その都度、支給認定の変更届が必要になりますので、

事務所までお知らせください。（※育児休暇中と求職中は短時間保育の認定となります） 

【病気について】 

● 園で３８度以上の発熱がある場合は、電話連絡いたしますので、お迎えをお願いします。 

熱がなくても、別紙１の様子に該当するなど全身の健康状態が悪い場合にも、お子様の状況や 

症状を保護者の方に連絡しますのでお迎えをお願いします。 

● 病気のときは早めに医師の診察を受け、完全に治るまではご家庭で過ごしましょう。発熱した場合

は、以下のことが予想されるため、翌日も家庭での安静をお勧めします。 

(1)登園後、再び発熱する可能性が高い 

(2)解熱直後は免疫力も低下しており新たな感染症に罹患しやすい 

(3)体調の回復が不十分 

(4)他児への感染の可能性が高い 

● 感染症（伝染病）にかかったときはお休みください。集団感染を防ぐためにも、別紙２の登園の 

めやすを確認して医師とよく相談の上、登園してください。感染症によっては、解熱した際に園へ 

連絡をお願いする場合もあります。 
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● 園内で、感染症が発生した場合は、玄関のホワイトボードとアプリにてお知らせいたしますので、 

病院受診される際に、医師へお伝えください。集団感染を防ぐため、ご協力をお願いします。 

● 保育園は集団生活であるため感染症にかかることが多くなります。予防接種は必ず受けて 

ください。副作用や体調の変化もあるため、接種後のお預かりはできません。 

予防接種は、降園後かお休みの日にお願いします。 

● 感染症が疑われる嘔吐等により汚れてしまった服は、感染拡大防止のため園内で洗うことが 

できません。ポリ袋に密閉したのち、外廊下の蓋つきポリバケツの中に保管してお知らせしますので、

忘れずにお持ち帰りください。また、他のお子様の嘔吐物がついてしまった場合は、同等商品を弁償

させていただきますので、２週間以内に領収書を事務室へお持ちください。尚、嘔吐物で汚れて 

しまったものを園で破棄するかどうかも確認させていただきます。 

● 出血で汚れてしまった服は、感染拡大防止のため洗わずに返却します。 

● ご家族の方が発熱や感染症に罹っている場合は、その旨をお知らせください。 

玄関で対応させていただきます。 

【薬の服用について】 

● お子さんの薬は本来、保護者の方に飲ませて頂くことが原則ですが、当園におきましてはやむを 

得ない保護者の依頼に基づいて、ある一定の条件を満たした場合のみ、保護者に変わって与える 

ことができます。（この条件とは万全を期するため「与薬依頼書」（別紙４）に必要事項を記載して 

いただき、薬(１回分)に添付して事務室へ提出していただきます。薬の説明書も必要です。） 

このことを保護者の方にもご納得のうえで、医師の承認のもとでご依頼ください。 

与薬依頼書は、事務室前にも置いてあります。 

① 主治医の診察を受けるときは、お子さんが現在○○時から○○時まで保育園に在園している 

ことと、保育園では原則として薬の使用ができないため朝夕夜の服用にできないか尋ねてみて 

ください。 

② 与薬依頼書・薬の説明書（お薬手帳）がない場合は、与薬できません。 

③ かばんに入れたままなど直接手渡されない場合は、与薬できません。 

④ 薬の説明書の期間以外は、与薬はできません。 

⑤ 事務室が開いていない場合は、保育士へ渡してください。 

⑥ 飲むのを嫌がったり、飲むと吐いてしまったりする場合は、与薬できません。 

⑦ 薬は、お子さんを診察した医師が処方した調剤のもの、或いはその医師の処方によって 

薬局で調剤したものに限ります。 

（保護者の個人的な判断で持参した薬・市販の薬はお断りします。） 

⑧ シロップ状の薬については、１回分の分量を別容器に入れて記名をしてお持ちください。  
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【健康について】 

● 特に新入園児のお子さんは生活環境の変化で、精神的に大変疲れます。登園前と降園の時 

お子さんの様子はしっかり観察しましょう。 

● 毎月、身体測定を行い、パピーナにてお知らせしております。多少の誤差はご了承ください。 

● 当園嘱託医によります内科健診（年２回）・歯科検診（年１回）を実施します。お子さんの健康に 

ついて相談のある方は、ご遠慮なくお申し出ください。（実施日は事前にお知らせいたします） 

  尚、内科健診と歯科検診で、医師より指摘があった場合のみ、パピーナにてお知らせします。 

● 慢性の病気（気管支喘息・てんかん・糖尿病・アトピー性皮膚炎などのように経過が長引くような

病気）の日常における投薬や処置（除去食等）については、保育所保育指針（厚生労働省）に 

よって、お子さんの主治医の指示書に従うとともに、相互の連携が必要です。除去食については 

医師の判断が必要です。 

● 保育園でケガなどの異常が生じた場合は保護者の方に連絡し、承認をいただいてから病院へ 

連れていきます。 

● 0～3歳くらいまでの間は子どもたちの成長過程の中で、友だちと関わりたい気持ちと上手く言葉

に表せない思いが重なって噛みつきやひっかきなどのトラブルが起こることがあります。子ども同士

の関わりを大事にしながら怪我には十分に気をつけていきます。 

● 子どもたちは成長するに従って活動範囲も広がり、また周りへの興味や好奇心も出てきます。 

必然的に怪我をする可能性も高くなりますが、怪我をおそれるあまりにこういった探索活動を 

制止すると、正常な発達を抑制してしまう結果につながります。命に関わる、または後遺症が 

残るような危険がないように安全には十分配慮しながら、子どもにはたくさんの経験を積んで 

ほしいと願います。 

【食事について】 

● 食物アレルギーのあるお子さんは、お知らせください。なお、除去食については医師の診断が 

必要です。除去食の必要な場合は、医師が記入する「生活管理指導表」、除去食が必要で 

なくなった場合は、保護者が記入する「除去解除申請書」を提出していただきます。 

用紙は、事務室にありますので、お声掛けください。 

● 月に１回程度「愛情弁当」の日があります。（年間行事予定表に記載） 

【持ってきていただく物や服装について】 

● それぞれのクラス別に別紙プリント（持ち物一覧表）でお知らせします。 

● すべての持ち物には、はっきりと名前を書きましょう。 

おさがりや貰い物の名前の書き直しや張り替え、衣替え時などの記名のチェックもお願いします。

（記名のないものは掲示し、１か月経過後処分させていただきます。）  
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● かばんにキーホルダーをつけたり、お手紙や折り紙・シール・おもちゃなどをお家から持ち込んだり、

マニュキュアシールなどをすることは、絶対におやめください。（トラブルの原因になります） 

● 動きやすく汚れてもいい服装（誤飲を防ぐため、スパンコール等がついていない服）の着用と 

清潔感の感じられる髪型で登園してください。 

● 給食や保育活動等で、服が汚れてしまった場合は、原則洗わずに返却します。 

   ※もも、さくらんぼ、みかん組は、汚れによって洗う場合があります 

● 髪の長い女児は、必ず登園前に結んでください。髪ゴム等は、誤飲を防ぐため、ビーズや飾りなど

がついていないものをつけていただき、ヘアピンのご使用はお控えください。ゴムが切れた場合の 

ために、カバンの中に２～３つほど予備のゴムを入れておいてください。尚、園外活動中の髪ゴム等

の紛失は、責任を負いかねますので、ご了承ください。 

● スイミング道具（水遊びセット）と濡れているお着替え・午睡セットの持ち帰り忘れの際は、 

ご連絡いたしますが、それ以外の忘れ物はご連絡いたしません。忘れたスイミング道具（水遊び 

セット）や濡れているお着替えを取りに来られない場合は園で洗濯します 

【外部講師での保育】 

● 毎月外部講師での保育を次のとおり行っております。 

・体育遊び 毎月１～２回 （0歳以上児） ※３歳以上児は毎月２回あります 

・英語遊び 毎月１回 （１歳以上児） 

・つみき教室 毎月２回（３歳以上児） 

・スイミング 毎月１～２回（４歳以上児） ※８月と行事のある月はありません 

【ご家庭との連携】 

● 月に一度、園だより、献立等配布します。また、行事についてのお知らせやお願い、また園からの 

連絡事項を必要に応じてパピーナにて配信します。必ずご確認ください。 

● 提出日やアンケートの期日は守ってくださるようにお願いします。 

● 各クラス（チーム）より、毎日子どもの活動の様子をドキュメンテーション（保育の様子がのっている

写真等）にてクラスに掲示してお知らせしています。 

● パピーナの「連絡帳」を利用して家庭と園をつないでいきます。子どもの様子や健康状態など 

（朝食を食べていない、寝る時間が遅かった、など）を９時２０分までに登録してください。 

● 毎年６月に希望者のみ個人面談を行い、保護者の方と保育士が子どもの育ちを語り合う時間を

設けています。 

【緊急時における対応方法及び非常災害対策】 

● 本園の職員は、保育の提供を行っているときに、園児に病状の急変、その他緊急事態が生じたとき 

は、速やかに嘱託医又は園児の主治の医師に連絡する等、必要な措置を講じます。 

● 保育の提供により事故が発生した場合は、鹿児島市及び園児の保護者等に連絡するとともに、 

必要な措置を講じます。 
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● 本園は、事故の状況や事故に際して採った処置について記録するとともに、事故発生の原因を 

解明し、再発防止のための対策を講じます。 

● 園児に対する保育の提供により賠償すべき事故が発生した場合には、損害賠償を速やかに 

行います。 

● 本園は、市町村、保護者等への連絡、警察署その他の関係機関との連携を図ります。 

● 本園は、軽便消火器等の消火用具、非常口その他非常災害に必要な設備を設け、その立地環境 

に応じ、火災、風水害、地震、津波、火山災害等個別に非常災害に対する具体的計画を立てます。 

● 本園は、前項の具体的計画の内容について、職員並びに園児及びその保護者に分かりやすく 

当該特定教育・保育施設内に掲示します。 

● 本園は、非常災害時の関係機関への通報及び連携体制を整備するとともに、常に地域社会との 

連携を図ることにより非常災害時に地域住民の協力が得られる体制づくりに努め、それらの取組を

定期的に職員に周知します。 

● 本園は、非常災害に備えるため、これに対する不断の注意と訓練をするように努め、当該訓練の 

うち、避難及び消火に対する訓練は、少なくとも毎月 1回行います。 

〇緊急時の対応 

管轄警察署 
谷山中央交番（099-268-5173） 

南警察署（099-269-0110） 

病院 
井上小児科医院：鹿児島市坂之上 7丁目 3-40（099-262-3811） 

永瀬歯科クリニック：鹿児島市慈眼寺町 17-11（099-263-4775） 

対応方法 

園児に健康状態の急変等の緊急事態が発生した場合には，速やかに園児の

家族等に電話連絡をするとともに、園児の主治医、園医等に相談する等の 

措置を講じます。 

〇非常災害対策 

管轄消防署 谷山分遣隊（099-267-0119） 

避難訓練 
非常災害時に備えるため、毎月避難訓練を実施しています。 

（火災、地震、水害、防犯等 ※消火訓練は毎月 1回実施） 

 

 万が一の緊急事態に備えての緊急避難先は次のように指定しています。 

  ・第一避難所  つぼみ保育園 （保育室・園庭） 

  ・第二避難所  つぼみ保育園駐車場 （火事・地震等） 

  ・第三避難所  和田小学校（大地震） 

 緊急連絡先（保育園）：099-269-5177  

（携 帯）①：070-1278-0328  ②080-9197-3672 
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非常災害が起こった場合、基本的には園で保護者のお迎えを待ちますが、状況によっては上記の 

避難先に避難します。 

 状況は一斉送信メール（パピーナ）でお知らせしますので、必ず登録をお願いします。 

●園児引き渡し時には、『災害時引き渡しカード』を一緒に確認して引き渡します。 

  【要望・相談の受付】 

● 本園では、要望・相談・苦情等に係る窓口を以下のとおり設置しています。  

事務室にて受付いたしますので、遠慮なくお伝えください。 

本園ご利用 

相談窓口 

・受付担当者：園長補佐 馬塲 恵 

・解決責任者：施設長 堂前 耕子 

TEL：099-269-5177  FAX：099-801-5177 

担当者が不在の場合は、本園職員までお申し出ください。 

第三者委員 
岩元 恵子 役職・肩書等：民生委員 

内大久保 清志 役職・肩書等：鹿児島市消防団 

※本園では、上記のほか、園内に要望・苦情等に係る意見箱を設置しています。 

【保険に関する事項】 

● 職員による園児への虐待防止のため、また虐待の周知の為以下の措置を講じています。 

① 年に１回職員に対して虐待防止研修を実施    ② 虐待防止マニュアルの作成、運用 

【保険に関する事項】 

● 当園では、以下の保険に加入しています。 

賠償すべき事故が発生した場合、速やかに損害賠償を行います。 

保険の種類 損害保険ジャパン 日本興亜株式会社 

保険名 損害賠償保険 

補償の概要 園等が法律上の賠償責任を負った場合に被った損害、園児の怪我を補償します。 

補償上限金額：５億円 
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【守秘義務及び個人情報の取扱いに関する事項】 

● 園児及びその保護者等に係る個人情報については、以下の目的のために必要最小限の範囲内に 

おいて使用しますので、個人情報使用同意書（入所時に配布）の提出をお願いします。 

・小学校への円滑な移行・連携が図れるよう、卒園に当たり、入学先の小学校との間で情報を 

共有する場合 

・市町村が認定した世帯所得に基づく毎月の基本保育料の情報は、給付事務に必要な範囲に 

限って利用する場合 

・他の保育所等へ転園する場合その他兄弟姉妹が別の施設等に在籍する場合において、他の施設 

との間で必要な連絡調整を行う場合  

・緊急時において、病院その他関係機関に対し必要な情報提供を行う場合 

● 保育園のホームページ・日々の記録等に子どもや保護者の写真の掲載をする場合は保護者の 

 承諾（写真掲載同意書、入所時に配布）を得たうえで行います。 

● ドキュメンテーション（保育の様子を紹介している写真つきのプリント）に載せている写真を  

『えんフォト』にて販売しています。ご登録の上、ご利用ください 

● 園内のドキュメンテーションや行事等で撮影した写真を SNSへ載せることは、絶対に 

おやめください。 

【その他】 

● 園への差し入れやお土産等につきましては、お断りさせていただいております。 

  子どもたちから、お土産話を聞くことを楽しみにしています。 

 

● 本園は、病気や出産、家族の看護等の保護者の理由で、緊急に保育が必要とされる子ども 

（鹿児島市から保育認定を受けていない子ども）に対して、一時的に保育を実施する「一時預かり

事業（一時預かり保育）」を行っています。 

● 一時預かり保育を行う対象者及び日と時間は、次のとおりとします。 

詳しくは、別紙３に記載しています 

（1） 一時預かり保育を行う対象者は、３ヵ月から就学前までの児童とします。（その年の４月現在） 

（2） 一時預かり保育を行う日は、月曜日から土曜日までの８時半から１７時半とします。 

ただし、年末年始（１２月２９日から１月３日まで）及び祝祭日、年度末の１日を除きます。 

  

一時預かり保育について 
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（別紙１） 

『保育所における感染症対策ガイドライン』別添３より 

＜発熱の際に、登園を控える、もしくは降園をお願いする場合＞ 

○24時間以内に38℃以上の熱が出た場合や、又は解熱剤を使用している場合。 

○朝から37.5℃を超えた熱があることに加えて、元気がなく機嫌が悪い、食欲がなく朝食・水分が 

摂れていないなど全身状態が不良である場合。例えば、朝から37.8℃の熱があることに加えて、 

機嫌が悪く、食欲がないなど全身状態が不良な場合、登園を控えるのが望ましいと考えられる。 

一方、 37.8の熱があるが、朝から食欲があり機嫌も良いなど全身状態が良好な場合、一律に 

登園を控える必要はないと考えられる。 

 

＜下痢の際に、登園を控える、もしくは降園をお願いする場合＞ 

○24時間以内に複数回（2回以上）の水様便がある、食事や水分を摂るとその刺激で下痢をする、 

下痢と同時に体温がいつもより高いなどの症状がみられる場合。 

○朝に、排尿がない、機嫌が悪く元気がない、顔色が悪くぐったりしているなどの症状がみられる 

場合。 

 

＜嘔吐の際に、登園を控える、もしくは降園をお願いする場合＞ 

○24時間以内に複数回（2回以上）の嘔吐がある、 嘔吐と同時に体温がいつもより高いなどの 

症状がみられる場合。 

○食欲がなく、水分も欲しがらない、機嫌が悪く元気がない、顔色が悪くぐったりしているなどの 

症状がみられる場合。 

 

＜咳が出ている際に、登園を控える、もしくは降園をお願いする場合＞ 

○夜間しばしば咳のために起きる、ゼイゼイ音、ヒューヒュー音や呼吸困難がある、呼吸が速い、 

少し動いただけで咳が出るなどの症状がみられる場合。 

 

＜発疹が出ている際に、登園を控える、もしくは降園をお願いする場合＞ 

○発熱とともに発しんのある場合。 

○感染症による発しんが疑われ、医師より登園を控えるよう指示された場合。 

○口内炎がひどく食事や水分が摂れない場合。 

○発しんが顔面等にあり、患部を覆えない場合。 

○浸出液が多く他児への感染のおそれがある場合。 

○かゆみが強く手で患部を掻いてしまう場合。 
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（別紙２） 

感染症に罹った際の登園のめやす 

感染症名 感染しやすい期間(※) 登園のめやす 

麻しん(はしか) 
発症１日前から発しん出現後の 

４日後まで 
解熱後３日を経過していること 

インフルエンザ 

症状が有る期間(発症前２４時間

から発病後３日程度までが最も 

感染力が強い) 

発症した後５日経過し、かつ解熱した後

３日経過していること 

新型コロナウイルス感染症 発症後５日間 

発症した後５日を経過し、かつ症状が軽

快した後１日を経過すること※無症状の

感染者の場合は、検体採取日を０日目と

して、５日を経過すること 

風しん 
発しん出現の７日前から 

７日後くらい 
発しんが消失していること 

水痘(水ぼうそう) 
発しん出現１〜２日前から痴皮 

(かさぶた)形成まで 

すべての発しんが痴皮(かさぶた)化 

していること 

流行性耳下腺炎 

(おたふくかぜ) 

発症３日前から耳下腺腫脹後 

４日 

耳下腺、顎下腺、舌下腺の腫脹が発現 

してから５日経過し、かつ全身状態が 

良好になっていること 

結核  
医師により感染の恐れがないと 

認められていること 

咽頭結膜熱(プール熱) 
発熱、充血等の症状が出現した

数日間 

発熱、充血等の主な症状が消失した後 

２日経過していること 

流行性角結膜炎 ・ 
充血、目やに等の症状が出現した

数日間 
結膜炎の症状が消失していること 

百日咳 
抗菌薬を服用しない場合、 

咳出現後３週間を経過するまで 

特有の咳が消失していること又は適正 

な抗菌性物質製剤による５日間の治療

が終了していること 

腸管出血性大腸菌感染症 

(0157、026、0111等) 
 

医師により感染のおそれがないと認め 

られていること。(無症状病原体保有者の

場合、トイレでの排泄習慣が確立して 

いる５歳以上の小児については出席 

停止の必要はなく、また、５歳未満の 

子どもについては、２回以上連続で便 

から菌が検出されなければ登園可能 

である。) 

急性出血性結膜炎  
医師により感染の恐れがないと 

認められていること 

侵襲性髄膜炎菌感染症 

(髄膜炎菌性髄膜炎) 
 

医師により感染の恐れがないと 

認められていること 

※感染しやすい期間を明確に提示できない感染症については（－）としている。 
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（別紙２） 

 

感染症名 感染しやすい期間 登園のめやす 

溶連菌感染症 
適切な抗菌薬治療を開始 

する前と開始後１日間 

抗菌薬内服後２４〜４８時間が 

経過していること 

マイコプラズマ肺炎 
適切な抗菌薬治療を開始 

する前と開始後数日間 
発熱や激しい咳が治まっていること 

手足口病 
手足や口腔内に水庖・潰瘍 

が発症した数日間 

発熱や口腔内の水庖・潰瘍の影響が

なく、普段の食事がとれること 

伝染性紅斑(りんご病) 発しん出現前の 1週間 全身状態が良いこと 

ウイルス性胃腸炎 

(ノロウイルス、ロタウイルス、

アデノウイルス等) 

症状のある間と、症状消失 

後１週間(量は減少して 

いくが数週間ウイルスを 

排出しているので注意が 

必要) 

嘔吐、下痢等の症状が治まり、 

普段の食事がとれること 

ヘルパンギーナ 

急性期の数日間(便の中に 

１か月程度ウイルスを排出 

しているので注意が必要) 

発熱や口腔内の水庖・潰瘍の 

影響がなく、普段の食事がとれる 

こと 

RS ウイルス感染症 呼吸器症状のある問 
呼吸器症状が消失し、全身状態 

が良いこと 

帯状庖しん 水庖を形成している間 
すべての発しんが痴皮(かさぶた)化 

していること 

突発性発しん  
解熱し機嫌が良く全身状態が 

良いこと 

※感染しやすい期間を明確に提示できない感染症については（－）としている。 
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（別紙３） 

一時預かり保育のご案内 

１．一時預かり事業 

保護者が、病気や出産、家族の看護等で、緊急に保育が必要とされる子どもに対して一時的に保

育を実施します。 

２．対象児童 

3か月～就学前まで（その年の 4月現在） 

３．保育時間 

午前 8時半から午後５時半まで 

半日： 午前 8時半～午後 0時半（給食）まで 

※日曜・祝日・年末年始（12月 29日～1月 3日）、年度末の１日は、お休みです。 

4．持ち物 

ノート １冊 はがきサイズ以下。連絡用に使用します。 

着替え（上下） 2組  

肌着（上下） 2枚  

靴下 １足  

バスタオル（午睡用） １枚 冬場はブランケットを持参してください 

おねしょシーツ（午睡用） 1枚  

ループタオル（ひもつき） 1枚 １歳児から 

紙おむつ ６枚 必要に応じて 

おしりふき １つ 必要に応じて 

ほ乳瓶、マグマグ  ０歳児のみ ※空で持参してください 

水筒  ２歳児から 

食事用エプロン  ０、１、２歳児のみ （ビニル製のもの） 

歯ブラシ・コップ（コップ袋） 1組 １歳児から 

ポリ袋 3枚 汚れ物をいれます。（記名する） 

帽子 １つ  

※すべてに記名をお願いします。記入のないものは紛失しても責任を負いかねますので、 

ご了承ください。≪ 

５．料金 ※給食料金を含みます 

３歳未満児：2,000円/１日（1,000円/半日） 

３歳以上児：1,800円/１日（1,000円/半日） 
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（別紙４） 

与薬依頼書 
薬依頼の初回には必ず『薬の説明書（お薬手帳）』を添付してください 

つぼみ保育園 園長殿 

記入日 年      月      日 

クラス名 
もも ・ さくらんぼ ・ みかん 

いちご ・ うめ ・ りんご 
園児名 

 

病名（症状）  

病院名 等 

病院名                                       TEL 

 

主治医氏名 

処方日 年     月     日   （      日分） 

与薬依頼期間 年     月     日  ～     年     月     日 

内服薬 水薬 （   ）種類 ・ 粉薬 （   ）種類 ・ その他   （   ）種類 

外用薬 ぬり薬   点眼   点耳   その他 （     ）      方法・部位：（                             ） 

※ 与薬依頼の初回には必ず『薬の説明書（お薬手帳）』を添付してください（コピーをとり原本はお返しします） 

この与薬依頼によって与薬した結果についての責任は、保育園側にないことを承諾します。 

 

保護者氏名                              印       

与薬依頼日 薬受取 
与薬確認保育園 

（安全の為、２名で行います） 

与薬確認 

保護者 
与薬依頼日 薬受取 

与薬確認保育園 

（安全の為、２名で行います） 

与薬確認 

保護者 

   

(    ：    )  

    

(    ：    )  

 

   

(    ：    )  

    

(    ：    )  

 

   

(    ：    )  

    

(    ：    )  

 

   

(    ：    )  

    

(    ：    )  

 

  

  

   

  

 

与

薬

依

頼

の
流

れ 

 

【初 回】➡「お薬」「与薬依頼書」「薬の説明書（お薬手帳）」を事務室へ提出➡ 

               園側が、受取・与薬サインをし、お迎え時に「与薬依頼書」と「薬の説明書」を保護者へ返却 

【2 回目以降】➡初回と同じ方法で「お薬」と「与薬依頼書」を提出 ※薬の説明書は不要➡ 

園は「与薬依頼書」を返却 

【最 終 回】➡保護者のサイン後、「与薬依頼書」を必ず園に提出（園で保管）  

 


